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第７回生涯学習審議会 
資料３ 
（第５回生涯学習審議会_資料3）

２） 

生涯学習センターのあり方見直し検討に関連する計画等について 

 

1 町田市の計画 

町田市では、将来の町田市のあるべき姿を見据え、町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」と、そ

の実行計画である「町田市５ヵ年計画１７－２１」に基づき、各取組を推進してきた。そのため、生涯学習

センターにおいても、下記の３つの計画を念頭に検討を進めていく必要がある。 

 

①行政経営改革プラン 

「町田市５ヵ年計画１７－２１」では、町田市を取り巻く状況を踏まえ、行政経営上の課題を解決する

ための市全体の取組を「行政経営改革プラン」として定めている。 

 

【計画の全体像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【町田市を取り巻く状況】

【今後5ヵ年の時代認識】

【今後5ヵ年における２つの改革の柱】

〈人口減少・超高齢化〉 〈構造的収支不足〉

行政経営改革プランの全体像

１ 従来どおりの公共施設の維持は困難であるため、公
共施設におけるサービスのあり方（担うべき役割、
実施すべき事業、管理運営手法等）を見直し、施設
の量、機能、コストの最適化を図り、持続可能な行
政経営を推進します。

１ 従来の仕事を「やり方中心」から、「目的中心」に
考え方をシフトするとともに、業務の流れや、やり
方を抜本的に革新するＢＰＲに取り組みます。

２ 市が担うべき役割を整理し、民間活力やＩＣＴなど
を活用することで、市役所のサービスの質の向上を
目指すとともに、市役所組織のスリム化を図るなど、
職員数を削減することにより、人件費を圧縮します。

老年人口の
増加に伴う

社会保障費の増加

2020年から
始まる人口減少

2025年には
高齢者の５人に
３人が後期高齢者

 これまで当たり前だったことが通用しなくなる時代の入り口。

 新しい時代にふさわしい公共サービスを築く必要がある。

＜行政経営基本方針2の主な取組＞

・ 市役所業務の生産性の向上
・ 職員定数の削減
・ 公用車運転業務の見直し
・ 学校給食業務の見直し
・ 学校事務業務の見直し

＜行政経営基本方針3の主な取組＞

・ 公共施設再編の推進
・ 行政窓口及びコミュニティセンターの

あり方の見直し
・ 文化芸術施設のあり方の見直し
・ 図書館のあり方の見直し
・ 文学館のあり方の見直し

＜市役所の生産性の向上＞ ＜公共施設における行政サービス改革＞

〈公共施設の老朽化〉

生産年齢人口減に
よる市税収入の

伸び悩み

施設の約半数が
築30年以上

維持管理経費の
確保が困難
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【生涯学習センターに関する項目】 

生涯学習センターのあり方の見直しとして、事業内容の見直し及び管理運営手法の方針決定を

2020～2021 年度で検討・決定するスケジュールとなっている。これまでの審議会から受けた答申内容

を踏まえながら、第５期審議会からご意見を頂き、2021 年度中にあり方見直し方針の策定を行う。 

 

 

②公共施設再編計画  2018 年 6 月策定 

公共施設等の総合的かつ計画的な管理を行うための方針となる「町田市公共施設等総合管理計画

（基本計画）」の実行計画として、「町田市公共施設再編計画」が定められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改革番号 3-3-13 新規 所管課 生涯学習部生涯学習センター 

項目名 生涯学習センターのあり方の見直し 

目的 
・生涯学習センターの役割の明確化 

・生涯学習センターの効率的・効果的な運営 

内容 
・生涯学習センターについて、役割や事業内容を改めて検討します。 

・民間活力を導入するなど、効率的・効果的な管理運営手法を検討し、方向性を決定します。 

目
標
（
計
画
値
） 

重要
指標 

指標 現状値 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

 1 
事業内容の見直

し 
－ － － － 検討 検討・決定 

★ 2 
管理運営手法の 

方針決定 
－ － － － 検討 検討・決定 
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【生涯学習センターに関する項目抜粋】 

※陶芸スタジオに関する部分は方向性が決定しているため、除いて記載しています。 

 

【実態と課題】 

〔配置〕生涯学習センターの配置は極めて好立地である。 

〔機能〕生涯学習センターは生涯学習事業の実施以外は集会・学習施設として利用されている。 

〔利用〕生涯学習センターはいずれの部屋も利用率が高く、一部の部屋を除き夜間利用も多い。 

〔運営〕市の直営である。 

〔コスト〕生涯学習センターの年間の行政コストは約 3.4 億円である。 

 

〔行政関与の必要性〕「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」では生涯学習施設（教育機

関）を設置できるとされており、条例に基づき設置している。 

〔設置の目的と整合性〕講座、講演会等の開催や学習情報の集約・発信、学習相談、集会施設とし

ての活用など学習活動を総合的に支援する教育機関として運用されている。 

〔利用状況の妥当性〕生涯学習センターは立地がよく施設全体の利用率が高い。 

〔施設の代替性〕市民の施設利用という点では、ホール、会議室等は他の公共施設でも保有してい

る。生涯学習事業は特定の施設でなくてもアウトリーチによる実施が可能である。 

 

『現状・課題のまとめ』生涯学習センターは、人々が集い・学び・交流する社会教育・生涯学習の拠

点です。学習活動を総合的に支援するため様々な事業を実施するとともに、生涯学習に関わる情

報発信を行っています。また、集会施設としての活用もされていることから施設全体の利用率が非

常に高い状況です。その一方、より身近な地域で学習を行うための事業を展開していくことや、学

習を通して得た知識や技能を地域で活かす仕組みづくりが課題です。 

 

【再編後のイメージ例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域への事業展開により、これまで以上に身近な場所で生涯学習に触れることができます。 

生涯学習センターをより多機能に活用することで、中心市街地の活動拠点になります。 
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【今後の方向性】 

施設の複合化・多機能化を図ることや特定用途に限定された施設の見直しにより建物の総量を圧縮

する一方、既存施設の活用をはじめとした地域での事業展開により、身近な場所で生涯学習に触れら

れるようになる他、市民が学習を通して得た知識や技能を地域で活かすことで、地域の活力が生まれ

る。 

・地域での事業展開を強化し実施する。 

・生涯学習センターは生涯学習機能だけではなく、より多機能に活用できる施設として再編を検討す

る。 

 

▽取り組みの時期▽ 

〔短期（2018～2026 年度）〕→最初の９年間 

・生涯学習センターの役割や事業内容を再検討する。 

・民間活力の導入等、管理運営手法の見直しを実施する。 

・生涯学習センターの集会施設機能をより拡充する。 

〔中期（2027～2036 年度）〕 

・地域での事業展開を強化し実施する。〈継続〉 

〔長期（2037～2055 年度）〕 

・地域での事業展開を強化し実施する。〈継続〉 

 

 

◆９年間 短期再編プログラム 2018～2026◆ 

〔９年間の取り組み〕 

・生涯学習センターの役割を明確化し、それに基づく事業内容を検討する。 

・明確化した役割に基づく事業内容を踏まえ、効率的・効果的な管理運営手法を検討し、方針を決

定する。 

・地域での事業展開を強化し実施する。 

〔スケジュール〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔留意事項〕 

・生涯学習に対する市民ニーズの把握。 

・地域団体、市民団体、大学等の関係機関との連携。 

・生涯学習センターは市内１館の施設である。 

・身近な場所（地域）での生涯学習の機会提供。 

・市民の学習環境整備のための、さまざまな生涯学習の情報提供ができる体制の構築。  
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③（仮称）まちだ未来づくりビジョン 2040 

「まちだ未来づくりプラン」が 2022 年 3 月に計画期間を終えることに伴い、2040 年に向けて町田市

が目指すまちの姿とそのための方向性を示す「（仮称）まちだ未来づくりビジョン 2040」の策定を進めて

いる。 

【（仮称）まちづくり基本目標】 

多様なライフスタイルとこれからの人の生き方を思い、ライフステージを意識した政策体系としている。 
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２ 教育委員会における生涯学習の計画 

町田市教育委員会では、町田市が目指す教育の姿の実現に向けて「町田市教育プラン２０１９-

2023」を策定している。その中で生涯学習に関する施策・事業を定め、取り組みを進めている。 

 

①町田市教育プラン 2019‐2023 

✤教育目標✤   夢や志をもち、未来を切り拓く町田っ子を育てる。 

生涯にわたって自ら学び、互いに支え合うことができる地域社会を築く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②＜参考＞生涯学習に関する法令 

日本国憲法 第２６条  

すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権

利を有する。 

② すべて国民は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を

負ふ。義務教育は、これを無償とする。 

 

教育基本法 第 3 条（生涯学習の理念） 

国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あ

らゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会

の実現が図られなければならない。 

基本方針Ⅱ：充実した教
育環境を整備する 

施策１：質の高い学習環境を整備する 
力」を町田ならではの取組により育みます。 施策２：一人ひとりのニーズに対応した特別支援教育を推進する 
力」を町田ならではの取組により育みます。 施策３：不登校対策を強化する 

施策４：学校のマネジメント力を向上する 

施策５：将来を見据えた学習環境をつくる 

基本方針Ⅰ：学ぶ意欲を
育て「生きる力」を伸ばす 

施策１：確かな学力を育成する 

施策２：豊かな心を育成する 

施策３：生涯を通じて健やかに過ごせる体を育成する 

基本方針Ⅲ：家庭・地域
の教育力を高める 

施策１：ともに育つ学校と地域の協働体制を確立する 

施策２：家庭教育を支える環境を整備する 

基本方針Ⅳ:生涯にわた
る学習を支援する 

施策１：学びのきっかけとなる機会を提供する 
力」を町田ならではの取組により育みます。 施策２：学習を”広げる・深める”を支援する 
力」を町田ならではの取組により育みます。 施策３：学習成果を活かす機会を充実する 
力」を町田ならではの取組により育みます。 施策４：学習を支える環境づくりを進める 
力」を町田ならではの取組により育みます。 

○保護者の学びや育ちを支援します。 
子育て中の保護者が、子育てのスタート期から安心して子どもたちを育ててい

くことができるよう、家庭教育を支える環境を整備していきます。 

○一人ひとりの学習段階に応じた支援を行います。 
市民一人ひとりが学びに興味や関心をもち、自分にあった学習活動を行えるよ

う、また、その成果を市民生活や地域社会における課題の解決につなげていくこと
ができるよう、段階に応じた学習支援を行っていきます。 
○学習を支える環境づくりを進めます。 
市民一人ひとりの多様な学習を将来にわたって支援していくための環境を整備し

ていきます。 


